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◆２月１４日（土）日本フォスターケア研究会（JaFCA）

の総会・研究会が開催されます 

 2月 14日（土）10時半から、子どもの城（東京・渋

谷）８階研修室で、日本フォスターケア研究会の総会

が開催されます。総会では、基本方針、研究会規則、

組織運営体制、平成 27年度事業計画を協議する予定で

す。参加者を募集しています。締切２月５日。 

 また、１１時から同会場で「第 1回日本フォスター

ケア研究会」が開催されます。上鹿渡和弘先生（長野

大学）に「子どもを社会で育むために」と題して基調

講演をお願いしています。また、5 人の方々から研究

発表が行われる予定です。参加費は 3000円。全国里親

会で受け付けています（電話 03－3404－2024・ＦＡＸ

03－3404－2034）。終了後、２階で懇親会を行う予定で

す。参加費４０００円。 

 

◆年忘れ里親子キャンプを宮城県で開催しました 

 12月 23日（火・祝）・24日（水）の 2日間、ホテル

松島大観荘で宮城県なごみの会と仙台市ほほえみの会

主催、宮城県臨床心理士会等の後援により「年忘れ里

親子キャンプ」が開催されました。当初里親子１００

名を予定していましたが、１３０名の参加となりまし

た。1日目は、ミニコンサートや懇親会、2日目は、子

どもの自立に向けたマネープラン「生活設計・家計管

理」の講義などがあり、１１時３０分閉会。 

震災から３年を経過して、被災した子どもたちにも

里親にも、相続や経済的な問題など新たな様々な問題

が起きています。全国里親会では、東日本大震災子ど

も救援基金からこうしたイベント等に要する経費を助

成することとしたものですが、宮城県内の親族里親 

３４世帯のうち、参加者は２組だけでした。 

 

◆「集まれ東北のこどもたち in 東京」を支援しまし

た 

 12月26日～28日まで、岩手県の子どもたち24名（小

４～大１）が上京し、東京ドームシティや東京ディズ

ニーシーで楽しむイベントが岩手県里親会と全国日蓮

宗青年会の主催で行われ、全国里親会も支援しました。 

 

◆「社会的養護と養子縁組～世界と日本」が次のより

開催されます 

養子縁組を世界的な視点で見れば、国内外の政治

的・経済的状況から国境を越えた 養子縁組（国際養子）

に至った子どもたちは数十万人規模であり、数十年た

った今、養子のアイデンティティ、ルーツ探しが世界

的課題 になっている。 

  一方で、国際結婚夫婦が祖国から養子を迎えるなど、

国際養子縁組、渉外養子縁組は増えつつある。 子ども

の福祉のための社会的養護をどのように構築すればよ

いのか、国際比較の視点から、また、子ども当事者の

視点から考えたい。  

日時  ２７年３月８日（日）１２時１５分～>  

場所 日本女子大学 目白キャンパス 百年館低層棟 

 ２０６教室  東京都文京区目白台 2-8-1  

（アクセス：東京メトロ「雑司ヶ谷駅」又は「護国 

寺駅」またはＪＲ山手線「目白駅」） 

プログラム 

  開会１２時１５分 

  司会  白井千晶（静岡大学・准教授／社会学） 

  第Ⅰ部 グローバルな視点で考える（日本語講演） 

  講演・「家族観からみる日本の社会的養護と養子 

  縁組」・「世界から学ぶ日本の社会的養護：日本、 

  イスラエル、イギリスの比較から」  

第Ⅱ部 子どもの視点で考える 

   ・映画上映「はちみつ色のユン」 

・講演「韓国の国際養子縁組の歴史的変遷と養

子の現状」 

・子どもの声「Voices of Youth」社会的養護を

経験した子どもの立場から（ＩＦＣ Ａ） 

第Ⅲ部 総合シンポジウム >  

参加費：無料 

主催  静岡大学人文社会科学部 

申込みお問い合わせ 

 http://kokucheese.com/event/index/248584/   

白井千晶 shirai.chiaki@shizuoka.ac.jp 

 

◆社会的養護における「育ち」「育て」を考える研究

発表会が開催されます 

 国立武蔵野学院の主催で「育ち・育てをサポートす

るピアメッセージ～子どもから子どもへ・保護者から

保護者へ・養育者から養育者へ～」を 2月 28日（土）

13時から 17時半、国立武蔵野学院（さいたま市緑区）

で開催します。 

 この研究会は、社会的養護研究者・関係団体等が一

堂に会し、社会的養護の下で暮らす全ての子どもの「育

ち・育て」について検討するものです。今回は、当事

者、保護者、養育者の三者がそれぞれの立場から、自

立・養育・支援について考えるシンポジウムを行いま

す。 

 お申し込みは、1月 26日（月）以降、メールのみで

受け付けます。アドレス：sodachisodate@musashino.go.jp 

 詳細は国立武蔵野学院及び全国里親会のホームペー

ジをご参照ください。 
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